








卵を抱えたメス１匹でも、繁殖？
１haで16匹以上いないと、繁殖出来ないと云う説も、あるようです、、、

■ウィキペディア■
ハブは南西諸島において、飛び石状の特異な分布をしていることが知られている。北からト
カラ列島に近縁種のトカラハブが、奄美群島と沖縄諸島にはハブとヒメハブが、八重山諸島
にはサキシマハブが生息するが、宮古諸島には生息しない。奄美大島、徳之島、沖縄本島に
はハブがいるが、その間の沖永良部島、与論島には生息しない。沖縄本島周辺では、伊江
島、伊平屋島には生息するが、その間の伊是名島にはいない。久米島、渡名喜島には生息
し、粟国島にはいない。慶良間諸島でも、渡嘉敷島には生息するが、座間味島にはいないな
ど、近接した島でも生息する島と生息しない島に分かれている。

この理由について、現在考えられているのは、間氷期の海進の影響である。南西諸島の島々
は、大きく分けて隆起石灰岩からなる標高の低い島と、火成岩からなる標高の高い島があ
り、低い方の島は、最高部でも標高が100mほどしかない。そこで、以下のような仮説が立
てられる。
1.氷河期に陸続きであった琉球列島に、ハブ類が分布を広げた。
2.氷期が終わり、海面が上がり、島々が孤立。
3.さらに海水面が上昇し、低い島は水没、陸上動物は全滅した。
4.海水面が下がると低い島も顔をだすが、ハブは渡ってこられない。

ヒメハブがいるのにハブがいない島、その逆にハブはいるがヒメハブはいない島などもあ
り、詳細については問題もあるが、大ざっぱに言えば、ハブのいない島は標高の低い島であ
り、固有種も少ない傾向がある。




